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近年、創薬や生命に関する大量の情報が計算機に蓄積されています。これらの情報
を適切に理解するために、コンピュータグラフィックス(CG)によって視覚的に情報を
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( )
表現する技術を研究しています。また以下のような応用事例を発表しています。

薬物化合物の分子構造と実験結果の相関性表示 遺伝子に関する2種類の情報の表示

新しく集中
攻撃される
受信先

左：色が揃っているので相関性が高い
右：色が揃ってないので相関性が低い

色：発現量に関する条件
線：相互作用を有する遺伝子ペア

蛋白質の表面形状の分析結果蛋白質の表面形状の分析結果
（凹みとなる青い部分に

薬物化合物が合体しやすい）
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